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平
成
26
年
度
に
お
け
る
三
戸
町
の
一

般
会
計
と
7
つ
の
特
別
会
計
の
決
算

（
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
27
年

3
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
の
収
入
と
支

出
の
実
績
）
が
、
町
議
会
9
月
定
例
会

に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
な
ど
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
、
県

か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
元
に
、
昨
年
度

は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
た
の

か
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律（
財
政
健
全
化
法
）

に
基
づ
き
算
定
し
た
、
平
成
26
年
度
決

算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
26
年
度�

決
算
の
概
要

一 般 会 計
　町会計の中心である一般会計は、歳入が71億8,353万円、
歳出が68億8,808万円で、差引２億9,545万円の黒字決算
となりました。前年度と比較すると、普通建設事業費や災
害復旧事業費の減少などにより、歳入は４億3,197万円、
歳出は４億1,160万円減少しました。

歳入� 71億8,353万円（対前年度比5.7%減）

歳出� 68億8,808万円（対前年度比5.6%減）

　パークゴルフ場及び小中一
貫校整備に係る事業費によ
り、平成26年度の一般会計
歳出決算額は、直近５年間の
中で平成25年度に次ぐ規模
となりました。
　一般会計町債残高は、小
中一貫校の建設が本格的に
始まった平成23年度から増
加し、平成26年度末残高は
72.47億円となりました。

目的別 性質別

一般会計歳出決算額
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歳入総額
71億8,353万円

地方交付税
30億1,704万円

【42.0%】

国県支出金
13億4,414万円

【18.7%】

町債
10億4,730万円

【14.6%】

繰入金
3億8,852万円
【5.4%】

繰越金
1億8,582万円【2.6%】

地方消費税交付金
1億2,316万円【1.7%】

その他収入
1億7,965万円【2.5%】

地方譲与税
7,248万円【1.0%】

町税
8億2,542万円
【11.5%】

歳出総額
68億8,808万円

民生費　　　
15億6,438万円

【22.7%】

教育費　　
11億9,796万円

【17.4%】

衛生費  　
11億144万円
【16.0%】

公債費
6億7,045万円

【9.7%】

土木費
5億726万円
【7.4%】

農林水産業費
3億3,521万円【4.9%】

災害復旧費
2億9,820万円【4.3%】

労働費ほか
2億5,905万円

【3.8%】

消防費
2億1,358万円【3.1%】

総務費 　
7億4,055万円
【10.7%】

人件費
8億1,057万円
【11.8%】

扶助費
7億1,131万円
【10.3%】

　物件費
9億8,913万円
【14.4%】

維持
補修費ほか
8,414万円
【1.2%】

普通建設
事業費
11億295万円
【16.0%】

繰出金
7億2,370万円
【10.5%】

義務的経費
【31.8%】

任意的経費
【47.9%】

投資的
経費

【20.3%】

補助費等
14億9,763万円

【21.8%】

災害復旧費
2億9,820万円
【4.3%】

公債費
6億7,045万円

【9.7%】
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おもな取り組み

拡張工事を行い、広くなった役場駐車場

多くの人が買い求めたプレミアム付き商品券

造成が進むパークゴルフ場

整備されたグラウンドで元気に
運動する子どもたち

○快適で住みよい明るいまちづくり
携帯電話エリア整備事業【総務費】� 8,829万円
　事故や災害時の連絡体制の強化や情報通信格差の是正のため、大舌地
区、横沢地区、荒田地区、清座久保地区に基地局を設置し、携帯電話利
用可能エリアを拡大しました。

役場駐車場拡張整備事業【総務費】� 6,717万円
　県道櫛引上名久井三戸線及び町道下目時１号線の改良工事に伴い、役
場駐車場の拡張工事を実施しました。

公共施設改修事業【民生費・教育費】� 6,045万円
　総合福祉センター（ふくじゅそう）屋上、中央公民館トイレ、町民体
育館屋根の改修工事を実施しました。

町道改良舗装事業【土木費】� 4,790万円
　町道黄金橋公民館線、河川道線、鬢田梅内線の舗装工事（施行延長約
940m）を実施しました。

道路ストック総点検事業【土木費】　� 1,713万円
　道路施設の老朽化による被害を防止するため、道路の舗装や標識等の
点検を実施しました。

自主防災組織育成強化特別推進事業【消防費】� 325万円
　防災資機材の整備を図るため、町内自主防災会７団体に対し、補助金
を交付しました。

○仕事でにぎわう楽しいまちづくり
緊急雇用創出事業【労働費】� 1億516万円
　雇用機会の創出を目的とした観光推進体制強化事業、ユーザーサポー
ト人材育成事業を実施しました。

被災農業者向け経営体育成支援事業【農林水産業費】� 4,432万円
　平成25年度の大雪により被害を受けた農業用ビニールハウスの再建
に対し、補助金を交付しました。

プレミアム付き商品券発行事業【商工費】　� 334万円
　消費者の購買意欲喚起と町の経済活動の活性化を目的としたプレミア
ム付き商品券発行事業に対し、補助金を交付しました。

○笑顔で、健康で元気に暮らせるまちづくり
パークゴルフ場整備事業【土木費】� 2億1,205万円
　道の駅近接地にパークゴルフ場用地を取得し、造成工事に着手しまし
た。

臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金事業【民生費】�5,532万円
　平成26年４月の消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、低
所得者及び子育て世帯へ給付金を支給しました。

○生きる力にあふれた学びのまちづくり
小中一貫校建設事業【教育費】� 7億297万円
　多目的グラウンド（陸上、サッカー）、野球場、テニスコート、相撲
場を有する屋外運動施設と校舎周辺の外構整備を実施しました。

小中一貫教育推進事業【教育費】� 1,339万円
　効果的な学習指導を行うための授業交流発表会、中1ギャップ解消の
ための進級前ガイダンスや学習習慣を形成するための学習コーチ事業等
を実施しました。



上・下二日町・下在府小路町が優勝！

　9月 27日、青空の下で第 61回三戸町民大運動会が松原運動公園で開
催されました。選手の皆さんは町内会で心を一つにし、時に笑顔で、時
に真剣な表情で競技に挑みました。
　最後まで接戦が続いた中、上・下二日町・下在府小路町が初めて優勝
の栄冠を手にしました。また、町内対抗スポーツ大会を含む総合優勝には、
城南町内会が輝きました。

●町民運動会結果
1位　上・下二日町・
　　　下在府小路町
2位　斗 　 内
3位　杉 　 沢
4位　城 　 南
5位　元 木 平
6位　八日町・箸木山

●総合優勝制町内対抗
　スポーツ大会結果
1位　城 　 南
2位　上・下二日町・
　　　下在府小路町
3位　斗 　 内
4位　久 　 川
5位　八日町・箸木山
6位　上同心町

笑
顔

交
流　

　
　

スポ
ーツでつなが

る元
気
の

輪

第
61
回

町
民

　運
動
会

大

三小バトン部の元気いっぱいの演技

笑顔でジグザグ・ザグザグ♪
フラフープをくぐるのに苦戦中

ボールよ、入れ！

7人 8脚で猛ダッシュ !!

上手にくわえられるかな？

全力の走りで
ゴール！

体力勝負の馬力競争

コントロールが難しい～

息を合わせて
「イチニ！イチニ！」

  地味に難しい
タイヤ回しレース
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　三戸中央病院の収益的収支は、一般会計からの繰入金の増額などにより、収入が22億1,104万円、
支出が21億652万円で、差引１億452万円の当期純利益となりました。
　介護保険特別会計は、介護保険サービスの利用が増加したため、前年度より歳出は9,000万円増加
し、歳入が19億2,046万円、歳出が19億77万円となりました。
　特別会計の町債は、病院会計と簡易水道会計において新規発行町債がなく、全ての特別会計におい
て残高は減少しています。

財政健全化比率について

実質赤字比率
福祉、教育、町づくりなど、どの団体で
も普遍的に行う事業をまとめた「一般会
計」の赤字の程度を指標化して、財政運
営の深刻度を示すものです。

連結実質赤字比率
全ての会計の赤字や黒字を合算（連結）し、
地方公共団体としての赤字の程度を指標
化して、地方公共団体全体の財政運営の
深刻度を示すものです。

将来負担比率
一般会計の借入金や将来支払う可能性の
ある負担などの程度を指標化して、将来
財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示
すものです。

資金不足比率
公営企業の資金不足を、事業規模である
料金収入の規模と比較して指標化し、経
営状況の深刻度を示すものです。

実質公債費比率
借入金の返済額及びこれに準ずる額の大
きさを指標化して、資金繰りの危険度を
示すものです。

特 別 会 計

財政健全化比率
　財政健全化法は、「早期健全化基準」と「財政再生基準」
という２段階の判断基準を定めるとともに、公営企業につ
いては「経営健全化基準」を設け、財政状況をチェックし
て地方公共団体の財政破綻を未然に防ごうとするものです。
　平成26年度決算に基づき健全化判断比率を算定したと
ころ、いずれの比率についても基準を下回る結果となりま
した。また公営企業会計における資金不足比率についても、
全会計において資金不足額はありませんでした。

会計名 収入額 支出額 差引

病 院
収益 22億1,104万円 21億652万円 1億452万円

資本 2億1,892万円 4億156万円 △1億8,264万円

介 護 保 険 19億2,046万円 19億77万円 1,969万円

国民健康保険 16億8,264万円 16億1,848万円 6,416万円

下 水 道 2億4,295万円 2億2,989万円 1,306万円

後期高齢者医療 1億1,516万円 1億1,343万円 173万円

学 校 給 食 4,263万円 4,234万円 29万円

簡 易 水 道 4,840万円 4,253万円 587万円

平成26年度
決 算

平成25年度
決 算

平成24年度
決 算

早期健全化基準
財政再生基準

実 質
赤 字 比 率 － － － 　１５．００％

　２０．００％
連 結 実 質
赤 字 比 率 － － － 　２０．００％

　３０．００％
実 質
公債費比率 　１４．３　％ 　１５．３　％ 　１６．８　％ 　２５．０　％

　３５．０　％
将 来 負 担
比 率 １１６．５　％ １１６．６　％ １２３．２　％ ３５０．０　％

健全化判断比率

平成26年度
決 算

平成25年度
決 算

平成24年度
決 算

経営健全化
基 準

病 院 会 計 － － －

　２０．０　％簡 易
水 道 会 計 － － －

下水道会計 － － －

資金不足比率

＊「−」は、実質赤字額・資金不足額がないことを表しています。
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特別会計町債残高


